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５４２号





７月３日（月）１４：３０～１５：１０　第５回　検数労連１７夏季一時金交渉


すべての地域より中闘見解による批准・一任を受け、正式に妥結を表明。


支給日、７月１０日（月）を確認する。





第５回　


１７夏季一時金交渉





　組合は前回の交渉で、収拾に向けた機関討議に入る旨を両協会に述べ、７月３日（月）１２時までに各地域に中闘見解に対する意見を求め、全ての地域より批准または一任を受けました。このことを踏まえ、本日の交渉で組合は両協会に対し、左記のとおり正式に妥結の態度表明を行い、７月１０日（月）の支給日を確認しました。





【一時金妥結の態度表明】


①１７夏季一時金要求について、現到達をもって妥結する。





②今夏季一時金交渉は、両協会ともに既存業務が減少傾向のもとでの交




















































































































【１７夏季一時金中闘見解における主な意見】


【日検協会に対して】


（評価点）


・都市手当の満額回答


・１６冬比プラス回答


・乗率２ヶ月の維持


（不満点）


・業績加算の拡大


・一律の引き下げ


・一時金支給に対する明確な説明がされてない





【全日検に対して】


（評価点）


・１６夏比プラス回答


（不満点）


・要求していない特別評価・業績加算の回答


・業績加算の格差拡大


・見習い職員と準職員の回答矛盾


























渉となった。組合は、第１回交渉での要求提出以降、第４回交渉における機関手続きまでの間、組合員の一時金における強い思いを背に一貫して『安定した一時金水準の確保』を交渉の中で強調してきた。同時に日常業務における『想造力の結集と継承を正面に捉えた活動』に対する半期の到達点としての回答を強く求めてきた。


　しかし、今夏季一時金交渉においては、組合が第1義に捉えている『安定した一時金』という極めて重要な部分について、両協会は組合員の日々の働きぶりを度外視し、単純に半期の収益動向のみを重視した格差回答を提示してきた。


　組合がこれまでの一時金交渉の中で都度強調してきた職場状況などの思いや気持ちは充分回答に反映されなかった。


　金額的には、全日検においては、昨夏比プラス回答、日検協会においては













































































昨夏比で大幅なマイナス回答であったが、都市加算を組合要求に応じた回答提示に対して一定評価できる内容となった。しかしながら、組合が要求していない全日検の『役付・特別評価・アルファ』、日検協会の『アルファ』回答については大きな不満を残した。また、諸要求についても原資を伴う課題であり困難、国民的諸課題に対する態度表明についても理解が得られなく不満を残す結果となった。


　各地域の一時金に対する主張点等については、今後課題を含む建設的な意見や評価点、不満点は数多く上がったが、組合の安定した一時金へのこだわりによる交渉が評価され、全ての地域から一定理解が得られた。


　今夏季一時金については、要求との関係では不満を残す結果となったが、検数事業を取り巻く厳しい情勢のもと総体的に回答額を『乱高下』させなかったという点においては、一定判断できる回答内容であったと分析する。





③今後の労使課題として、以下の点を提起する。


　検数業務の減少傾向に懸念を持ちながら、安定した検数事業基盤の確立に向け、雇用と職域を守るためにも、中央と地域で連携しながら、変わりゆく労働環境の変化に対応すべく具体的な実践課題に向けた協議が重要となってくる。


　引き続き、従業員の『生活の安定』に向け、協会方針である『品質向上』と組合方針である『仕事と収入の確保』運動を合致させながら事業基盤を強化していくことを求める。


以上





２０１７年７月３日


　全国検数労連中央闘争委員会














































































































各地域闘争委員会ならびに各地域組合員のみなさま、１７夏季一時金闘争お疲れ様でした。
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